
 

 

令和元年５月27日    

（通算第361号）     

問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

電話 026-235-7232   

 

 

5 月 25 日、岐阜県山県市の養豚場において、豚コレラの疑似患畜が確認され

ました。引き続き、飼養衛生管理基準を徹底するとともに、野生動物の侵入等

の対策を確実に実施してください。また、第７回拡大豚コレラ疫学調査チーム検討会の調

査結果で指摘されたポイントに留意した防疫対応をお願いします。 
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発生概況 発生農場：岐阜県山県市 養豚農場 2,214頭 

経 緯 
・５月 24 日：飼育豚で異常を認めたことから家畜防疫員が立入検査を実施 
・５月 25 日：精密検査の結果、疑似患畜であることを確認 

 

岐阜県山県市の養豚場で豚コレラ疑似患畜発生！ 

発生農場（24 例目）の概要 

【豚コレラ及びアフリカ豚コレラの主な症状】（抜粋） 

★耳翼、下腹部、四肢等の紫斑 

★同一畜房内において一定期間（１週間程度）で以下のいずれかの症状が増加 
①４０℃以上の発熱、元気消失、食欲減退 ②便秘、下痢 ③結膜炎（目やに） 

④歩行困難、後躯麻痺、けいれん ⑤削痩、被毛粗剛、発育不良 

⑥流死産等の異常産の発生 

⑦血液凝固不全に起因した皮下出血、皮膚紅斑、天然口からの出血、血便 

★同一畜舎内において、一定期間で複数の繁殖豚又は肥育豚が突然死亡 
 （設備の故障、気温の急激な変化、火災・風水害その他原因が明らかな場合を除く） 

発生予防のポイント（第 7回拡大豚コレラ疫学調査チーム検討会調査結果概要から） 

（１）平時からの十分な臨床観察の実施 

・今回の豚コレラは感染後症状が明確になるまで時間がかかるため、十分な臨床観察を 

実施する。 

 ・【豚コレラ及びアフリカ豚コレラの主な症状】に該当する症状があった場合の早期通報 

 

（２）分娩舎等の清掃・消毒・手洗い等を徹底、専用長靴を使用 

 ・分娩舎は飼養者の立入頻度が高いため、ウイルスが侵入するリスクが高い。 

 

（３）殺鼠剤の散布や、農場周囲への消石灰散布を念入りに行う 

・ウイルスを伝播する可能性のあるネズミ等の小動物対策にも万全を期す。 

次の症状があったら家畜保健衛生所へ連絡をお願いします 

 


